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 要  旨 
  本論文ではマイクロブログである Twitter において，リプライや非公式リツイートといったユ
ーザ間関与に着目したフォロー推薦手法を提案し，その有効性を検証することを目的としている．
既存研究や Twitter 公式の推薦システムでは，フォロー情報に基づく協調フィルタリング手法な
どを用いており，各ユーザ間のコミュニケーションを考慮していない．そこで本研究では，フォ
ローユーザに対するコミュニケーションを「関与」と規定して，1-hop 目にフォロー関係を用い
て 2-hop目に関与を用いた推薦モデル（フォロー･関与型）， 1-hop目に関与を用いて 2-hop目に
フォロー関係を用いた推薦モデル（関与・フォロー型），1-hop目と 2-hop目の両方に関与を用い
る推薦モデル（関与・関与型）の 3種類を提案している．提案モデルの有効性を検証するために，
大学院生を中心とする被推薦ユーザ 11人を用いて交差検証法による評価実験を行っている．評価
実験の結果，関与・フォロー型推薦モデルが既存手法（フォロー･フォロー型）よりも精度・再現
率・F値の全てで上回り，それ以外の 2手法は既存手法を下回っている．また，各手法で推薦さ
れるユーザが異なることが確認されている．この実験結果を考察すると，提案手法の 3つの推薦
モデル及び既存手法の推薦モデルでは，それぞれ適している被推薦ユーザ層が異なることがわか
る．関与・フォロー型推薦モデルは，友人・知人とのコミュニケーションに Twitter を主に利用
する被推薦ユーザに有効であると考えられる．関与・関与型推薦モデルは，不特定多数のフォロ
ー・フォロワと幅広いコミュニケーションを取るユーザに有効であると考えられる．また，フォ
ロー・フォロー型推薦手法とフォロー・関与型推薦手法は，Twitter をコミュニケーションツー
ルをメインとして利用していないユーザに有効であると考えられる．本研究結果は、関与に着目
した推薦手法により、各ユーザの Twitter使用目的に合わせた推薦の有効性を示している． 
 
